
第8回 こども園部会 会議報告 

 

日 時：令和８年6月8日（月）   

午後７時～8時 15分      

場 所：岡谷市役所 603会議室 

○次 第 

１． 認定こども園の名称について 

２．令和8年度以降のスケジュールについて 

３．都市構造再編集中支援事業について 

4．園児服について 

5．各担当の進捗報告について 

 

○部会で確認した内容 

①認定こども園の名称については、「岡谷市立かわぎし認定こども園」を最終案 

として、パブリックコメントを実施後の７月頃に正式決定予定。 

②令和８年度以降のスケジュールに、新たに「グランドデザイン等策定につい 

て」と「認定こども園条例について」を追加。 

③都市構造再編集中支援事業については、認定こども園の整備のほか、道路２ 

本の改築、情報板とまちなか見守りカメラの整備をする予定。 

④園児服については、現在の公立の園児服と東堀こども園の制服を見比べたほ 

か、公立の保育園園長会で出た今後の意向についてや東堀こども園の園長よ 

り制服の着用状況等を確認。 

⑤各担当の進捗報告 

【保育園】 

  ・２園交流は今年度も７回の交流を実施予定。１回目は次回の味噌づくり体験に 

向けた準備のほか、昨年度、仲良くなった両園の園児同士が園庭で楽しく遊 

んでいた。２回目は１１月の豚汁会に向けて、両園の園児が混ざったグループ 

で味噌作りを行った。 

  ・今年度も園校の交流を予定しているが、日時は未定。７月末には、川岸小学校 

の先生が両園を訪れて、実際に保育現場を視察し、保育体験を行う予定。 

【保護者会】 

  ・保護者交流について、必要性の検討材料として、両園の保護者向けにアンケー 

トを計画している。 

  ・保護者会組織については、新たな部会員と（現保護者会長）協力をして検討し 

ていきたい。 

 

○部会で出された主な意見等 

（園児服について） 

・東堀こども園では、制服を着用して登園するため、家での生活から園に向かうと 

いうメリハリをつけるアイテムとして、制服は重要な役割を担っているので、制服 

や園服があることはとても良いことだと思う。 

・園児たちは、園服の着用によってボタンの付け方、外し方を学ぶことが多いので、 



園服を引き続き着用していくことは賛成。こども園の開園と同時に園服から制服 

に変更するのは、保護者の経済的な負担が増えるため、今の園服のままで良い。 

・今の園服は、着用しやすく、大きなボタンで付け方などの練習にも適しているの 

で、制服などに変えずに今の園服のままで良い。 

・東堀こども園の制服は、帽子・制服・バッグが統一されスタイリッシュで良い。新た 

なこども園で全てを帽子・制服・バッグを揃えると経済的な負担増になるため、制 

服のみ新たなデザインにすることを良いと思ったが、新たな制服と現在の帽子で 

は、ミスマッチになる可能性がある。 

・新たにできる公立のこども園ではあるが、公立の保育園とは差を付けず、今の園 

服のままで良いと思う。 

・制服を新調した場合、金銭的な負担のほかに、毎日の洗濯という面で負担が増え

るかもしれない。乾きやすい素材であれば負担が軽減できるため、今の園服も変

えるのであれば乾きやすい素材に変えるくらいで、昔から馴染みがある今のデザ

インはそのままでいいのではないか。 

・東堀こども園の制服と今の園服、どちらも良さがある。この機会なので新たな制

服で新園を過ごすこともいいと思ったが、統合する４園の歴史を受け継ぐという

意味で今の園服をそのまま着用することもいいと思った。 

・今の園服は着やすいのでそのまま着用していきたい。子ども達は、環境の変化に

敏感であるため、新園開園後に園舎や友達関係が変わることによって、子ども達

の精神的な負担が増えることが心配である。普段着慣れている園服だけは、その

まま変えずに、園服を安心材料として元気に登園してほしい。 

・制服、帽子などを一式そろえると経済的負担になる。今の園服は、長年変わらな

いデザインであるため、街中で園児たちが歩いていても岡谷市の園児だとすぐ分

かるので、見守りの観点からも今のデザインのままで良い。ボタンの付け方以外

でも園では、畳み方の練習もしているので扱いやすい今の園服のままで良い。 

・以前は、帽子を学年が上がるたびに変更をしていたので、経済的な負担になって

いた。現在は年少で着用した帽子の色を年長まで使うので、家庭の経済的な負担

を軽減できた。園服についても家庭の経済的負担を軽減する観点から現在のま

まで良い。 

・入園すると園服だけを購入するのではなく、他の必要備品も家庭の負担で揃えて

もらうため、家庭の負担をなるべく軽減するには、そのままの園服でいいが、この

タイミングで素材など軽微な変更することは良いと思う。 

 

 

○次回の部会での検討事項 

・園服、開園、閉園式典（イベント）等について 

  

 

 


